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会
期　

９
月
１
日
～
29
日

議
案

◦
条
例
の
一
部
改
正
２
件

　

・
幸
田
町
職
員
の
育
児
休
業
等

　

・
幸
田
町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

◦
補
正
予
算

　

・
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　

・
特
別
会
計
（
４
会
計
）

◦
令
和
３
年
度
決
算
認
定

　

・
一
般
会
計

　

・
特
別
会
計
（
６
会
計
）

　

・
企
業
会
計
（
２
会
計
）

◦
人
事
案
件

　

・
幸
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　

の
委
員
選
任

　
報
告
第
４

　

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

陳
情

　

２
件
を
審
議
し
、
１
件
を
採
択
し
た
。

幸
田
町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　

高
校
生
等
の
疾
病
の
早
期
発
見
と
治
療

を
促
進
し
、
子
ど
も
の
保
健
の
向
上
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
。

　

高
校
生
等
と
は
、
15
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
人
。

受
給
者
証
の
発
行
は
。

12
月
中
に
は
手
元
に
届
け
る
予
定
。

受
給
者
証
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
医

療
機
関
は
。

愛
知
県
内
ど
こ
の
市
町
村
で
も
可
能
。

県
外
で
治
療
を
受
け
た
と
き
は
、
後

日
申
請
に
よ
り
還
付
で
き
る
。

幸
田
町
職
員
の
育
児
休
業
等

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件

の
緩
和
。

最
終
日
の
追
加
議
案

◦
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◦
議
員
提
出
議
案

　

採
択
し
た
陳
情
に
対
し
て
、
国
へ
意
見

書
を
提
出
。

　
　

以
上
議
案
を
慎
重
審
議
し
、
全
て
を

　

可
決
、
認
定
、
選
任
、
採
択
し
た
。

一
般
質
問

　

８
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
関
す
る
課

題
を
た
だ
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
選
任

　

任
期　

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
３
年

　
　

谷た
に

川か
わ　

芳よ
し

美み　

氏
（
高
力
区
）

陳
情

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

　

び
拡
充
を
求
め
る
。　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

追
加
３
億
５
３
２
１
万
５
０
０
０
円

　

歳
入

●
国
庫
支
出
金

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
　
　
　

１
億
４
９
４
３
万
２
０
０
０
円

●
県
支
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

69
万
６
０
０
０
円

●
繰
越
金
（
前
年
度
決
算
確
定
に
よ
る
）

　
　
　
　

９
億
１
３
８
６
万
４
０
０
０
円

９
月
議
会
の

あ
ら
ま
し

問答問答 高
校
生
等
通
院
費
無
料
に

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
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●
繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金
）

　
　

減
額
７
億
４
９
０
８
万
２
０
０
０
円

　

歳
出
（
主
な
も
の
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

と
も
に
、
最
近
の
物
価
・
光
熱
費
高
騰
に

よ
り
、
給
食
の
質
の
維
持
と
、
公
共
施
設

等
の
光
熱
費
の
負
担
増
を
補
助
。

●
認
定
こ
ど
も
園
等
給
食
事
業
費
支
援

　

（
12
施
設
）　
　
　
　

１
０
８
０
万
円

●
保
育
園
給
食
賄
材
料
費
支
援
（
８
園
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
０
万
円

●
学
校
給
食
会
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
３
４
万
円

●
小
学
校
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
補
助

　
　
　
　
　
　
　

８
１
３
万
４
０
０
０
円

●
「
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
」
運
営

　

補
助
金

　
　
　
　
　
　

７
３
８
１
万
４
０
０
０
円

●
飲
食
店
等
応
援
チ
ケ
ッ
ト
発
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
１
３
０
万
円

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
内
容
は
。

進
し
て
い
る
。

今
後
の
進
め
方
は
。

県
企
業
庁
に
働
き
か
け
て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

追
加
１
億
３
９
０
万
円

　

歳
入

●
国
庫
支
出
金　
　
　

１
億
３
９
０
万
円

　

歳
出

●
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊　

　

急
支
援
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
３
９
０
万
円

　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
１
９
０
０
世
帯

　

と
家
計
急
変
世
帯
１
０
０
世
帯
、
１
世

　

帯
に
５
万
円
を
緊
急
支
援
す
る
。

支
給
を
受
け
ら
れ
る
時
期
は
。

11
月
よ
り
手
続
き
を
開
始
、
12
月
か

ら
順
次
支
給
し
て
い
く
。

全
町
民
に
２
０
０
０
円
分
を
配
布
。

町
商
工
会
加
盟
の
飲
食
店
、
飲
食
材

料
取
扱
店
で
利
用
で
き
る
。

利
用
期
間
は
。

令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
。

●
防
災
施
設
等
整
備
事
業

　
　

モ
バ
イ
ル
建
築
型
ユ
ニ
ッ
ト
（
移
動

　

式
仮
設
住
宅
）
６
棟
の
寄
付
を
受
け
た

　

設
置
事
業
。　

　
　

三
ヶ
根
駅
東
口
広
場
に
３
棟
、
消
防

　

本
部
に
２
棟
、
清
幸
園
に
１
棟
を
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

４
３
３
万
６
０
０
０
円

●
全
国
道
の
駅
連
絡
会
へ
職
員
研
修
派
遣

　
　

将
来
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、

　

滞
在
型
宿
泊
施
設
の
誘
致
を
目
指
し
、

　

人
脈
作
り
と
情
報
収
集
。

78
万
円

●
長
嶺
地
区
測
量
及
び
造
成
概
略
設
計
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
１
０
万
円

地
権
者
、
地
域
役
員
な
ど
協
力
体
制

は
で
き
て
い
る
か
。

地
権
者
の
皆
さ
ん
の
合
意
の
上
、
地

域
役
員
も
含
め
、
工
業
団
地
化
を
推

賛否の分かれた議案

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 議長

議決結果
（賛成：反対）議 

員 

名

田
境
　
　
毅

石
原
　
　
昇

都
築
　
幸
夫

鈴
木
　
久
夫

伊
澤
　
伸
一

黒
木
　
　
一

廣
野
　
房
男

丸
山
千
代
子

稲
吉
　
照
夫

杉
浦
あ
き
ら

都
築
　
一
三

水
野
千
代
子

笹
野
　
康
男

岩
本
　
知
帆

藤
江
　
　
徹

足
立
　
初
雄議　　案

第48号議案 令和４年度幸田町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可　決
（14:1）

陳情第11号
防衛省によるミャンマー国軍士官・士官候補生
の受け入れ中止を求める意見書の提出を求める
陳情書

× × × × × × × 〇 × × × × × × × ー 不採択
（1:14）

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、可決・否決を決めることができます。

問答

問答 問答

問答

問

答
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歳
入　

コ
ロ
ナ
影
響
で
町

税
は
前
年
度
比
３

　
　
　

億
２
千
万
円
減
だ

　

が
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　

は
前
年
度
比
６
億
７
千

　

万
円
増
で
カ
バ
ー

・
個
人
町
民
税　

納
税
義

務
者
増
も
コ
ロ
ナ
影
響

　
　

１
億
４
３
８
万
円
減

・
法
人
町
民
税　

自
動
車

関
連
企
業
減
益

　
　
　

６
８
６
２
万
円
減

・
固
定
資
産
税　

コ
ロ
ナ

対
応
の
特
例
措
置

　

１
億
７
０
１
９
万
円
減

歳
出　

前
年
度
か
ら
継
続

し
た
コ
ロ
ナ
対
策

の
追
加
事
業

主
な
コ
ロ
ナ
対
策

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金（
10
万
円
／
人
）　

　
　

７
億
９
２
４
０
万
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金

　
　

１
億
６
８
７
０
万
円

・
低
所
得
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金

　
　
　
　

１
９
９
０
万
円

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　

３
億
２
１
３
４
万
円

町税は減収するも町税は減収するも
ふるさと寄附金増ふるさと寄附金増でカバーでカバー

令和3年度

決算

1.20

1.30

1.10

1.00

0

60

全基金
（うち財政調整基金）（億円）

50

40

30

20

0

1.40
財政力指数（単年度）全基金残高（貯金）

平成28 29 30 令和元 2 3平成28 29 30 令和元 2 3

1.06

1.16 1.20 1.23

1.09
1.021.00以上は一般的に裕福な団体

51.4 52.7

30.2
26.5 26.7

31.4

23.6 24.9

48.4 45.5 46.7 47.9

　

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

等
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法

令
等
に
準
拠
し
作
成
さ
れ
、

そ
の
計
数
は
正
確
で
、
予

算
の
執
行
は
概
ね
適
正
と

認
め
ら
れ
た
。

　

令
和
３
年
度
決
算
で
は
、

町
税
全
体
で
減
収
す
る
も
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
積

極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り

前
年
度
を
上
回
っ
た
。
財

政
指
標
の
健
全
化
判
断
比

率
等
は
健
全
な
数
値
と
認

め
ら
れ
た
。
不
確
実
な
面

の
あ
る
歳
入
財
源
、
各
種

事
業
費
等
歳
出
の
増
加
要

因
か
ら
、
今
後
も
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と

思
わ
れ
る
。
事
業
目
的
や

目
標
へ
の
的
確
な
予
算
配

分
等
を
含
め
、
適
正
な
公

金
支
出
に
心
が
け
、
町
の

発
展
、
よ
り
良
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
た
め
、
一
層
の

職
務
に
精
励
さ
れ
た
い
。

令
和
３
年
度
決
算
審
査
意
見
書

監
査
委
員　

山
下　

力

　
　
　
　
　

水
野　

千
代
子

一般会計の決算額
歳出 歳入186億1420万円 199億5007万円

商工費 1億6210万円（0.9%）
議会費 1億3174万円（0.7%）
諸支出金 1億3160万円（0.7%）
労働費 2640万円（0.1%）
災害復旧費 190万円（0.0%）

民生費
71億2243万円
（38.3%）

総務費
35億6696万円
（19.2%）

教育費
24億9788万円
（13.4%）

衛生費
15億5248万円（8.4%）

土木費
15億4929万円（8.3%）

農林水産業費
7億1387万円（3.8%）

消防費
6億5811万円（3.5%）

公債費
4億9944万円（2.7%）

町税
83億2108万円（41.7%）

寄附金
33億8297万円
（17.0%）

国庫支出金
30億7707万円
（15.4%）

県支出金
11億4285万円（5.7%）

地方消費税交付金
9億7056万円（4.9%）

繰越金
9億5185万円（4.8%）

町債
5億1860万円（2.6%）

地方特例交付金
2億8179万円（1.4%）

使用料及び手数料
2億1480万円（1.1%）

諸収入ほか
10億8850万円（5.4%）

【町税内訳】
固定資産税 46億5700万円
町民税 29億5657万円
都市計画税 3億1388万円
たばこ税 2億7589万円
軽自動車税 1億1583万円
入湯税 191万円

民生費
71億2243万円
（38.3%）

総務費
35億6696万円
（19.2%）

教育費
24億9788万円
（13.4%）

町税
83億2108万円（41.7%）

国庫支出金
30億7707万円
（15.4%） 寄附金

33億8297万円
（17.0%）
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賛
成

反
対

討 論

総
務
教
育
関
係

・
深
溝
小
学
校
整
備
構
想

　

作
成深

溝
小
学
校
プ
ー
ル

撤
去
後
は
、
ど
こ
で

水
泳
授
業
を
行
う
の
か
。

町
民
プ
ー
ル
を
利
用

す
る
予
定
。

・
社
会
体
育
施
設
事
業

町
総
合
体
育
館
建
設

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

ま
ず
は
用
地
確
保
で

あ
り
、
次
に
民
間
活

用
を
含
め
考
え
た
い
。

・
庁
舎
食
堂
改
修

庁
舎
カ
フ
ェ
の
利
用

状
況
は
ど
う
か
。

日
当
り
35
人
程
度
の

利
用
者
で
、
採
算
は

と
れ
て
い
る
。

・
空
き
家
利
活
用
事
業

「
古
民
館
ｏ
ｇ
ｉ
」

の
利
用
状
況
は
。

３
カ
月
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
で
の
利
用
者
は

７
４
１
人
。
駐
車
場
不
足

で
あ
り
、
公
共
交
通
を
含

め
検
討
す
る
。

・
ふ
る
さ
と
寄
附
金

他
市
町
村
へ
の
ふ
る

さ
と
寄
附
金
を
し
た

町
民
の
人
数
と
金
額
は
。

２
８
６
８
人
。

２
億
３
０
０
８
万
円
。

福
祉
産
業
建
設
関
係

・
放
課
後
児
童
対
策
事
業

児
童
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
推
進
に
お
け
る
、

入
退
室
管
理
の
実
施
は
。

令
和
５
年
度
か
ら
デ

ジ
タ
ル
化
し
入
退
室

管
理
や
事
務
軽
減
を
図
る
。

・
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

　

事
業ロ

ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
は
効
果
の
数
値
化

と
、
町
民
へ
効
果
の
発
信

に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
を
。

令
和
３
年
度
は
、
３

本
の
映
画
な
ど
９
作

品
を
誘
致
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

活
用
し
魅
力
を
発
信
す
る
。

・
母
子
保
健
の
産
後
ケ
ア

　

事
業産

後
ケ
ア
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
宿
泊
型
の

利
用
者
が
少
な
い
。
周
知

不
足
で
は
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
時
や

検
診
時
に
、
再
度
周

知
し
て
い
く
。

・
ま
ち
づ
く
り
会
館
建
物

　

解
体解

体
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
会
館
」
の
跡
地

利
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

将
来
は
芦
谷
高
力
線

道
路
拡
張
関
連
用
地

と
す
る
。

（
２
日
間
に
わ
た
り
、
こ

れ
ら
を
含
む
70
件
超
の
審

議
を
行
っ
た
。）

一般会計・特別会計・企業会計の決算額と採決結果

決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
審
議

問答

問答

問答問答問

答問答問

答問答問答

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 採　　決
一　般　会　計 199億5007万円 186億1420万円 反対２：賛成13で認定

特
別
会
計

土地取得 2億5916万円 2億1996万円 全員賛成で認定
国民健康保険 32億5083万円 32億4408万円 反対１：賛成14で認定
後期高齢者医療 4億8367万円 4億8301万円 反対１：賛成14で認定
介護保険 21億8568万円 21億3059万円 反対１：賛成14で認定
幸田駅前土地区画整理事業 1億9798万円 1億9358万円 全員賛成で認定
農業集落排水事業 3億6314万円 3億6314万円 反対１：賛成14で認定

企
業
会
計

（
税
別
）

水道事業会計 収益的収支 8億7723万円 6億9152万円 反対１：賛成14で認定資本的収支 7525万円 3億3865万円

下水道事業会計 収益的収支 6億6286万円 6億5323万円 反対１：賛成14で認定資本的収支 3億1204万円 3億8601万円

慎
重
な
財
政
運
営
を
行
う
べ
き　

伊
澤
伸
一 

議
員

　

道
の
駅
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致
の
内
容
も
分
か
ら
な

い
の
に
、
職
員
派
遣
費
用
を
含
む
補
正
予
算
に
は

賛
成
で
き
な
い
。
安
倍
元
総
理
が
進
め
た
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
失
敗
し
、
暮
ら
し
も
財
政
も
苦
し
く
な

る
。
荻
の
空
き
家
な
ど
不
要
不
急
、
効
果
の
期
待

で
き
な
い
事
業
等
へ
の
支
出
を
含
む
決
算
は
認
め

ら
れ
な
い
。

コ
ロ
ナ
で
減
少　

響
い
た
予
算　

石
原　

昇 

議
員

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
歳
入
総
額
は
、

約
１
９
９
億
５
０
０
０
万
円
、
対
前
年
度
比
約
30

億
３
５
０
０
万
円
、
13
・
２
％
減
少
。
要
因
は
、

町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
約
１
８
６
億
１
４
０
０
万
円
、
対

前
年
度
比
約
37
億
１
９
８
０
万
円
、
15
・
５
％
の

減
。

　

減
少
予
算
の
中
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

庁
舎
屋
外
ト
イ
レ
改
修
工
事
等
、
多
岐
に
渡
っ
て

遂
行
さ
れ
て
い
る
。

暮
ら
し
応
援
の
町
政
を　

丸
山
千
代
子 

議
員

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
依
存
財
源
で
は
な
い
。
大

企
業
に
超
過
課
税
適
用
で
財
源
確
保
を
。
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
、
長
嶺
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン

構
想
な
ど
開
発
は
見
直
し
を
。
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民

の
暮
ら
し
は
厳
し
い
。
暮
ら
し
応
援
の
町
政
を
。
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令和5年4月は改選令和5年4月は改選令和5年4月は改選

特集
シリーズ7
最終

議員のなり手不足解消に向けて

町民・町議会・町長の関係

町民のためになるいろいろ
なことを決める

議会で決定した
ことを実行する

選挙権

執行権議決権

町長

町民

町議会

●二元代表制とは？
•町長と議員は、それぞれ
　が直接選挙で選ばれ、対
　等の立場に立ち、町の発
　展のために取り組む。

●議会の役割は？
•町長提案議案は町議会が
　議決。
•町議会は行政の監視役。

●議員の仕事は？
•町民の声を町政に反映さ
　せる。
•町民の安全安心、福祉向
　上に努める。

選挙 選挙

提案

議決

陳情
・請願 行政サービス

投票日の決定

告　示

日本国民で満25歳以上であること
町議会議員の選挙権を有すること

立候補者の条件

投票　開票

1. 立候補の決意

2. 政策決定・支持者集め

3. 立候補の届け出

4. 選挙運動

立候補者

令和5年4月

町民の幸せのため
手を挙げませんか!!

立候補から投票 開票までの流れ

過去2回は無投票、1人欠員、これで良いのか！！
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タウンミーティング
  こうた女性の会役員さん（9人）

館
で
行
う
な
ど
、
議
員
の

方
か
ら
町
の
皆
さ
ん
に
近

づ
く
こ
と
も
必
要
。

②
議
会
だ
よ
り
の
感
想
は

・
議
会
だ
よ
り
を
み
て
、

　

議
員
の
活
動
が
分
か
る
。

・
「
言
葉
」
が
専
門
的
で

難
し
い
面
が
あ
る
。

・
最
近
の
議
会
だ
よ
り
は

写
真
が
多
く
見
易
い
。

【
議
員
の
答
】

　

堅
苦
し
い
行
政
の
言
葉

が
多
い
が
、
あ
ま
り
噛
み

砕
い
た
言
語
に
置
き
換
え

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

分
か
り
易
く
す
る
よ
う

努
力
す
る
。

③
選
挙
に
関
す
る
意
見
は

・
選
挙
の
時
、
議
員
候
補

者
の
経
歴
な
ど
が
分
か
る

も
の
が
な
い
。

・
誰
が
誰
だ
か
分
ら
な
い
。

・
無
投
票
で
も
分
か
る
も

　

女
性
の
会
役
員
の
皆
さ

ま
と
、
事
前
に
お
願
い
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、

５
人
の
議
員
と
の
意
見
交

換
を
し
、
議
会
・
議
員
と

の
接
し
方
や
、
議
会
だ
よ

り
へ
の
要
望
な
ど
、
多
分

野
に
わ
た
り
貴
重
な
情
報

を
得
る
事
が
出
来
た
。

①
議
会・議
員
の
活
動
を
ど

　

う
思
う
か

【
主
な
回
答
と
ご
意
見
】

・
具
体
的
に
何
を
し
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
。

・
議
員
と
接
す
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
。

・
地
区
に
議
員
が
い
な
い

と
ピ
ン
と
来
な
い
。

・
こ
の
よ
う
な
「
会
」
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
議

員
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
。　

【
議
員
の
答
】

　

以
前
議
会
報
告
会
を
開

催
し
た
が
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
形
に
し

た
。
こ
れ
を
地
区
の
公
民

の
が
欲
し
い
。

・
女
性
の
会
で
議
会
を
傍

聴
に
行
き
た
い
。

【
議
員
の
答
】

　

こ
こ
２
回
、
無
投
票
で

選
挙
活
動
も
な
く
、
あ
ま

り
知
ら
な
い
議
員
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
選
挙
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
立
候
補
し
て
欲

し
い
。

④
幸
田
町
は
住
み
よ
い
町

　

で
す
か

【
主
な
回
答
と
ご
意
見
】

◎
良
い
と
こ
ろ

・
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

　

が
と
て
も
良
い
。

・
駅
前
の
店
が
オ
シ
ャ
レ

で
良
い
。
も
っ
と
ア
ピ

　

ー
を
し
て
、
町
外
か
ら

も
来
る
よ
う
に
。

・
福
祉
面
が
充
実
し
て
い

て
住
み
や
す
い
。

・
自
然
が
豊
か
で
良
い
。

・
工
場
も
増
え
て
、
就
労

に
期
待
が
持
て
る
。

・
町
民
会
館
が
素
晴
し
い
。

△
欲
を
言
え
ば

・
若
い
人
、
子
ど
も
の
遊

び
場
が
な
い
。

・
町
民
会
館
は
い
い
が
、

　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の

複
合
施
設
を
造
り
、
集

客
力
の
向
上
を
。

・
え
こ
た
ん
バ
ス
の
有
効

利
用
を
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
夏
の
暑
さ
対
策
や

防
犯
に
活
用
を
。

【
議
員
の
答
】

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用

は
幸
田
町
の
課
題
。
引
き

続
き
考
え
て
行
く
。

⑤
女
性
の
会
が
抱
え
て
い

　

る
問
題
は

【
主
な
回
答
と
ご
意
見
】

・
若
い
世
代
の
人
は
働
い

て
い
て
、
入
会
は
難
し

い
。　

・
町
長
か
ら
女
性
の
会
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て

欲
し
い
。

【
議
員
の
答
】

　

な
り
て
不
足
は
議
員
も

地
域
役
員
も
根
本
的
に
は

同
じ
。
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て
、
女
性
の
会

の
役
員
の
皆
さ
ん
が
、
議

会
を
傍
聴
し
た
い
と
言
っ

て
頂
い
た
こ
と
が
、
大
変

嬉
し
い
事
で
あ
る
。

　

後
日
、
９
月
６
日
３
人

の
方
が
一
般
質
問
の
傍
聴

に
み
え
ま
し
た
。

活発に発言された役員さん
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6議員が提案6議員が提案
町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う
8議員が提案8議員が提案一般

質問
一般
質問

議事録

議会映像

一 般 質 問 事 項一 般 質 問 事 項

　

初
め
て
議
会
傍
聴
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
健
康
作
り
の
為

の
環
境
整
備
の
取
り
組
み

で
健
康
の
道
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
ぼ
ね
運
動
場
か
ら
遠

望
嶺
山
山
頂
、
大
井
池
ま

で
の
コ
ー
ス
で
す
。

自
然
豊
か
な
町
の

　
　

維
持
環
境
整
備安

あん

藤
どう

まゆみさん

　

数
十
年
昔
、
高
校
に
上

が
る
春
休
み
に
、
整
備
さ

れ
て
い
な
い
道
を
必
死
で

登
り
、
山
頂
か
ら
幸
田
の

町
を
見
降
ろ
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

　

今
、
見
降
す
幸
田
の
町

は
、
ど
う
変
わ
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

　

山
歩
き
初
心
者
の
私
で

も
、
安
全
で
安
心
し
て
、

自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

歩
け
る
よ
う
、
健
康
の
道

の
整
備
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

質問者 件　　名 頁

笹野　康男
１　三ヶ根駅のエレベータ―設置は
２　産婦人科病院の誘致はできるか
３　総合体育館の建設予定はいつか

９

都築　一三
１　脱炭素社会に向けた取り組みは
２　避難弱者への対応は
３　県道生平幸田線の進捗状況は

10

廣野　房男
１　森林サービス産業積極的推進を
２　総合学習で地元に期待する事は
３　森林環境保全に補助制度導入を

11

水野千代子 １　新体制でヤングケアラー支援を
２　男性トイレにボックスの設置を 12

丸山千代子
１　中小企業振興基本条例の制定を
２　子どもの学ぶ権利の保障を
３　放置されている空き家の対策を

13

都築　幸夫 １　河川堤防を健康の道自転車道に
２　中学生でのピロリ菌検査実施を 14

岩本　知帆 １　国際教育ガイダンスの活用を
２　訪問・短時間ケアへ事業拡大を 15

田境　　毅 １　混乱しない情報発信の強化を
２　工業団地完成後の交通量予測は 16

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

議会だよりでは、質問と答弁（各30分以内）を要約してお伝えします。
詳しい内容は、会議録を幸田町立図書館で閲覧いただけるほか、
幸田町議会ホームページでも公開しています。
また、議会の映像はYouTubeで配信しています。

不動ヶ池から望む遠望峰山不動ヶ池から望む遠望峰山
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一
般

質
問

三ヶ根駅のエレベーター設置は

実施設計に入れるよう努力する

都
市
決
定
さ
れ
た
未

整
備
道
路
は
、
い
つ

着
工
す
る
の
か
。
特
に
安

城
蒲
郡
線
は
。

建
設
部
長
▼
県
と
調

整
を
図
り
つ
つ
事
業

化
に
向
け
て
努
力
し
て
い

く
。
蒲
郡
市
側
も
、
整
備

促
進
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

安
全
対
策
で
あ
る
通

学
路
の
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
や
白
線
の
引
き
直

し
は
。生

活
道
路
と
は
別
枠

で
対
応
す
る
。

耕
作
放
棄
地
は
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
。

環
境
経
済
部
長
▼
人

・
農
地
プ
ラ
ン
の
地

域
計
画
の
策
定
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

住
宅
開
発
、
企
業
誘

致
は
考
え
な
い
の
か
。

企
画
部
長
▼
須
美
前

山
地
区
は
、
令
和
５

年
度
末
ま
で
に
立
地
内
定

の
企
業
を
決
定
す
る
。

　

長
嶺
拡
大
工
業
地
区
は
、

測
量
と
造
成
概
略
設
計
を

進
め
て
い
く
。

　

安
心
し
て
産
め
る
病
院

を
町
民
は
希
望
し
て
い
る
。

幸
田
町
の
出
生
率
は
。

人
口
減
少
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
１
・
76
で
あ
る
。

　

町
長
▼
生
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

産
婦
人
科
病
院
の
誘

致
は
い
つ
に
な
る
か
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
医
療
関
係
者
・
産

科
の
関
係
者
な
ど
の
方
々

と
話
し
合
い
を
進
め
て
、

具
体
化
し
た
段
階
で
、
地

域
の
医
療
構
想
推
進
委
員

会
に
話
を
持
っ
て
い
く
。

　

住
民
意
識
調
査
で
も
総

合
体
育
館
の
建
設
希
望
が

多
く
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
の
建

設
を
な
ぜ
し
な
い
。

教
育
部
長
▼
現
在
、

全
国
的
に
導
入
さ
れ

て
い
る
手
法
を
視
察
し
調

査
研
究
し
て
い
る
。

総
合
体
育
館
の
建
設

予
定
は
い
つ
か
。

多
額
の
資
金
が
必
要

で
あ
る
。
様
々
な
補

助
金
、
民
間
資
金
の
活
用

な
ど
の
事
業
も
念
頭
に
入

れ
、
計
画
推
進
に
向
け
て

い
き
た
い
。

　

町
長
、
二
期
目
の
ス
タ

ー
ト
で
、
幸
田
町
の
安
全

安
心
の
町
づ
く
り
と
、
町

民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
、
何
を
や

る
の
か
、
そ
の
取
り
組
み

を
問
う
。

三
ヶ
根
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
は
町
単

独
予
算
で
実
施
可
能
か
。

町
長
▼
単
独
で
も
設

置
の
考
え
を
持
っ
て

い
る
。
令
和
７
年
か
８
年

に
実
施
設
計
・
詳
細
設
計

に
入
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

三
ヶ
根
駅
の
周
辺
整

備
は
ど
う
す
る
の
か
。

土
地
利
用
計
画
の
中

で
、
東
・
西
側
の
デ

ザ
イ
ン
性
を
考
え
交
流
人

口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
ー

構
想
は
。

民
間
と
の
情
報
調
整
、

関
係
部
局
と
連
携
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

笹
さ さ

野
の

 康
や す

男
お

 議員

問答

産
婦
人
科
病
院
の

誘
致
は
で
き
る
か

ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
進
め
た
い

整備が待たれる三ヶ根駅

問答問答

問答問答

問答問答

問答問答

総
合
体
育
館
の
建

設
予
定
は
い
つ
か

計
画
推
進
に
向
け

て
い
き
た
い

問答問答
※

【
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
】

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
公
共
施
設
の

建
設
・
運
営
等
を
行
う

方
式
。
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一
般

質
問

第２次環境基本計画を策定する

今
年
度
中
に
、
第
２

次
幸
田
町
環
境
基
本

計
画
を
策
定
す
る
。

推
進
体
制
の
構
築
を

図
る
た
め
に
、
人
員

補
充
や
新
た
な
部
署
の
設

置
は
。総

務
部
長
▼
新
た
な

部
署
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
は
体
制
の

強
化
を
検
討
し
て
い
く
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も

掲
げ
ら
れ
た
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
事

業
を
展
開
し
て
い
く
に
当

た
り
、
町
長
の
決
意
は
。

町
長
▼
第
２
次
環
境

基
本
計
画
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
幸
田
町
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。

指
定
さ
れ
て
い
る
基

幹
的
避
難
所
、
避
難

所
、
避
難
場
所
数
は
。

総
務
部
長
▼
町
が
指

定
す
る
指
定
避
難
所

は
70
カ
所
。
そ
の
内
、
拠

点
と
な
る
基
幹
的
避
難
所

が
全
小
中
高
の
計
10
カ
所
。

一
次
的
に
避
難
す
る
た
め

の
指
定
緊
急
避
難
場
所
が

１
０
９
カ
所
あ
る
。

避
難
所
で
の
支
援
物

資
の
対
応
は
。

全
町
に
お
い
て
、
ど

の
学
区
で
も
ほ
ぼ
同

様
の
対
応
と
な
る
。

避
難
弱
者
へ
の
対
応

は
。

地
域
の
避
難
支
援
者

の
協
力
を
得
、
要
支

援
者
へ
の
情
報
伝
達
を
行

い
、
安
否
確
認
・
誘
導
支

援
を
実
施
す
る
。

避
難
所
の
機
能
検
証

は
。

地
震
に
対
す
る
す
べ

て
の
施
設
で
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

　

浸
水
想
定
区
域
や
土
砂

災
害
警
戒
区
域
の
施
設
で

は
、
検
証
見
直
し
を
行
い
、

該
当
施
設
の
指
定
解
除
も

し
て
い
る
。

避
難
者
へ
安
心
安
全

を
与
え
る
施
策
は
。

発
災
時
の
治
安
維
持

は
、
避
難
所
や
発
災

に
な
っ
た
地
域
へ
の
パ
ト

ロ
ー
ル
巡
回
に
、
警
察
の

協
力
を
要
請
し
て
い
く
。

県
道
生
平
幸
田
線
の

進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長
▼
他
の
事

業
の
進
捗
を
見
な
が

ら
、
事
業
化
の
時
期
を
県

と
相
談
す
る
。

脱炭素社会に向けた取り組みは

本
町
の
熱
中
症
の
発

生
状
況
は
。

消
防
長
▼
過
去
５
年

間
で
、
毎
年
23
人
か

ら
37
人
の
救
急
搬
送
が
あ

る
。

２
０
５
０
年
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ

表
明
の
状
況
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
全

国
の
都
道
府
県
、
市

町
村
の
１
７
９
４
団
体
中

７
５
８
団
体
、
愛
知
県
で

は
54
団
体
中
23
団
体
が
表

明
し
て
い
る
。

国
や
県
の
取
り
組
み

状
況
は
。

国
は
２
０
３
０
年
に

温
室
効
果
ガ
ス
46
％

削
減
を
目
指
す
。

　

県
は
「
あ
い
ち
地
球
温

暖
化
防
止
戦
略
２
０
３

０
」
を
、
今
年
度
中
に
改

定
す
る
。

本
町
の
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

都
つ

築
づ き

 一
か ず

三
み

 議員

問答問答問答問

答問答問答

避
難
弱
者
へ
の
対

応
は

地
域
の
避
難
支
援

者
の
協
力
を
得
る

問答問答問答

問答問答

県
道
生
平
幸
田
線

の
進
捗
状
況
は

事
業
化
の
時
期
を

県
と
相
談
す
る

問答

全戸配布されたハザードマップ
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一
般

質
問

森林サービス産業積極的推進を

メニューづくりに努めていく

設
計
を
経
て
、
実
延
長
の

３
㎞
で
実
施
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

林
道
六
栗
西
山
線
の

開
設
へ
の
進
め
方
は
。

県
補
助
事
業
と
し
て
、

粘
り
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。

林
道
の
道
幅
は
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
慮

し
４
ｍ
以
上
が
望
ま
し
い

と
思
う
が
、
考
え
は
。

県
の
基
準
に
よ
り
、

道
幅
は
４
ｍ
と
な
る
。

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産

業
」
の
実
現
を
積
極

的
に
進
め
て
貰
い
た
い
。

町
長
▼
公
約
ど
お
り
、

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
実
現
に
向
け
、
国
の
支

援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
今

年
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

　

子
ど
も
た
ち
が
森
林
の

大
切
さ
を
知
る
た
め
、
地

元
の
保
育
園
・
小
中
学
校

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
る
。

「
総
合
学
習
」
に
お

い
て
、
地
元
に
期
待

す
る
事
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
▼
子
ど
も

た
ち
が
、
地
元
の
魅

力
を
直
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
温
か
く
受

け
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

「
総
合
学
習
」
は
、

町
統
一
テ
ー
マ
か
、

学
校
ご
と
に
決
め
て
い
る

の
か
。統

一
テ
ー
マ
は
な
い
。

学
校
独
自
で
年
間
計

画
を
立
て
て
進
め
て
い
る
。

森
林
環
境
に
良
く
な

い
竹
林
は
、
放
置
し

た
ま
ま
で
い
い
の
か
。

環
境
経
済
部
長
▼
全

国
的
な
問
題
と
認
識

し
て
お
り
、
よ
り
良
い
対

策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

森
林
環
境
保
全
に
補

助
制
度
を
導
入
し
、

森
林
を
抱
え
る
全
地
域
に
、

整
備
を
呼
び
か
け
る
べ
き

で
は
。実

際
に
活
動
し
て
い

る
人
た
ち
へ
の
聞
き

取
り
や
、
他
市
町
村
の
状

況
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
、

目
標
と
し
て
令
和
６
年
度

運
用
を
目
途
に
、
具
体
的

に
準
備
を
進
め
た
い
。

　

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、

森
林
空
間
を
健
康
、
観
光
、

教
育
な
ど
多
様
な
分
野
で

効
果
が
あ
り
、
多
く
の
森

林
を
抱
え
る
幸
田
に
は
、

重
要
な
事
業
で
あ
る
。

森
林
は
荒
廃
し
放
置

さ
れ
て
い
る
。
所
有

者
な
ど
へ
の
指
導
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
法

律
上
、
所
有
者
の
自

己
責
任
と
さ
れ
、
行
政
の

強
い
介
入
は
な
い
。

　

本
町
に
お
い
て
は
専
業

の
林
業
担
当
者
が
お
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
指
導
で
き
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

国
の
施
策
に
期
待
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

林
道
六
栗
西
山
線
の

要
望
は
延
長
３
㎞
だ

が
、
森
林
計
画
で
は
1
・

7
㎞
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
差
は
何
か
。

便
宜
上
の
計
算
概
算

延
長
が
1
・
7
㎞
で
、

事
業
化
さ
れ
る
過
程
で
は
、

実
際
に
現
場
測
量
や
詳
細

廣
ひ ろ

野
の

 房
ふ さ

男
お

 議員

問答問答

問答問

答問答

総合学習でアジサイの
植栽をする児童

総
合
学
習
で
地
元

に
期
待
す
る
事
は

温
か
く
受
け
入
れ

て
も
ら
い
た
い

問答問答

問答 森
林
環
境
保
全
に

補
助
制
度
導
入
を

具
体
的
に
準
備
を

進
め
た
い

問答

森林の大切さを聞く保育園児
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水
み ず

野
の

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員

一
般

質
問

重層的支援体制整備事業を準備

籍
し
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

ケ
ア
ラ
ー
と
家
族
の

福
祉
部
門
で
の
気
付

き
、
支
援
は
。

世
帯
構
成
・
経
済
状

況
等
を
調
査
し
、
ケ

ア
ラ
ー
を
把
握
し
た
時
は

ケ
ー
ス
会
議
等
で
情
報
共

有
・
連
携
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

日
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
効
果
は
。

教
育
部
長
▼
週
５
日

体
制
で
、
支
援
件
数

が
本
年
度
61
件
対
応
し
、

約
15
％
が
解
決
し
て
い
る
。

福
祉
関
係
者
と
学
校

関
係
者
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
現
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
の
相

談
は
、
情
報
共
有
し
て
ケ

ー
ス
会
議
等
で
対
応
す
る
。

　

連
携
で
解
決
し
た
事
例

が
１
件
あ
る
。

制
度
の
狭
間
に
あ
る

複
合
的
な
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
あ

っ
た
新
体
制
で
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
支
援
を
。

相
談
支
援
・
参
加
支

援
・
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
支
援
を
一
体
的
に

行
う
「
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
」
を
準
備
す
る
。

専
門
家
講
演
会
の
開

催
で
周
知
啓
発
を
。

講
演
会
の
テ
ー
マ
と

し
て
検
討
す
る
。

前
立
腺
が
ん
、
膀
胱

が
ん
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
罹
患
者
数
は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
前
立
腺
が
ん
は
、

令
和
元
年
度
５
人
、
２
年

度
８
人
、
３
年
度
５
人
。

膀
胱
が
ん
は
統
計
が
な
い
。

手
術
後
、
頻
尿
や
尿

漏
れ
の
た
め
パ
ッ
ド

を
着
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

外
出
時
、
使
用
済
み
パ
ッ

ド
を
捨
て
る
場
所
が
な
い
。

男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る

動
き
が
あ
る
。
現
況
は
。

埼
玉
県
の
県
有
施
設

１
０
０
％
が
設
置
さ

れ
、
各
自
治
体
で
も
設
置

さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
日
進
・
豊

橋
・
岡
崎
・
西
尾
・
蒲
郡

市
・
扶
桑
町
な
ど
が
設
置
。

公
共
施
設
男
性
ト
イ

レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
設
置
を
。

全
国
的
な
流
れ
と
設

置
状
況
を
鑑
み
、
適

切
に
判
断
し
て
い
く
。

ト
イ
レ
の
入
口
な
ど

に
専
用
の
表
示
を
。

ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を

貼
付
し
た
い
。

新体制でヤングケアラー支援を

　

日
常
的
に
家
族
の
介
護

や
世
話
を
担
う
18
歳
以
下

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子

ど
も
た
ち
の
支
援
を
。

国
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
と
し
て
、

本
年
度
か
ら
３
年
間
を

「
集
中
取
り
組
み
期
間
」

と
し
た
。
そ
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼

「
実
態
調
査
・
研
修

推
進
事
業
」
と
「
支
援
体

制
構
築
モ
デ
ル
事
業
」。　

愛
知
県
は
昨
年
、
実

態
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
内
容
と
結
果
は
。

昨
年
11
月
か
ら
今
年

２
月
で
行
っ
た
。

　

小
学
５
年
生
で
６
人
に

１
人
。
中
学
２
年
生
で
９

人
に
１
人
。
高
校
２
年
生

で
14
人
に
１
人
が
家
族
の

世
話
を
し
て
い
る
。

　

学
校
調
査
で
は
、
小
学

校
で
２
割
程
度
、
中
学
・

高
校
で
６
割
程
度
の
学
校

で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
が
、
在

問答問答

問答問

答問答

問答問答男
性
ト
イ
レ
に
ボ

ッ
ク
ス
の
設
置
を

適
切
に
判
断
し
て

い
く

問答

問答問答問答
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一
般

質
問

中小企業振興基本条例の制定を

具体的準備に取り掛かりたい

西
三
河
管
内
10
市
町

の
う
ち
５
市
が
制
定
。

本
町
も
特
徴
を
よ
く
分
析

し
、
制
定
に
向
け
具
体
的

準
備
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

　

子
ど
も
の
学
習
権
を
保

障
す
る
取
り
組
み
を
問
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
環

境
で
登
校
意
欲
へ
の

影
響
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
▼
現
状
で

は
、
明
確
に
関
連
付

け
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
不
登
校
に
も

様
々
な
要
因
が
あ
り
、
コ

ロ
ナ
も
複
合
的
に
絡
ん
で

い
る
こ
と
も
事
実
だ
と
思

わ
れ
る
。

不
登
校
の
児
童
生
徒

の
５
年
間
の
推
移
は
。

小
学
校
で
は
、
平
成

29
年
度
14
人
、
30
年

度
14
人
、
令
和
元
年
度
30

人
、
２
年
度
23
人
、
３
年

度
29
人
。
中
学
校
で
は
、

平
成
29
年
度
30
人
、
30
年

度
31
人
、
令
和
元
年
度
35

人
、
２
年
度
25
人
、
３
年

度
43
人
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や

学
習
支
援
で
、
子
ど

も
の
学
ぶ
権
利
の
保
障
を
。

全
児
童
生
徒
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
行
き
渡
り
、

本
年
度
は
双
方
向
で
の
通

信
テ
ス
ト
等
を
行
い
、
環

境
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
に
繋
げ
て

い
き
た
い
。

不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
取
り

組
み
を
。

不
登
校
の
要
因
・
背

景
は
多
様
で
あ
り
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た

め
、
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
も
含
め
必
要
な
体
制
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

空
き
家
が
放
置
さ
れ
る

と
良
好
な
生
活
環
境
が
阻

害
さ
れ
る
。
空
き
家
対
策

を
問
う
。

幸
田
町
空
家
対
策
計

画
を
策
定
し
た
が
、

経
過
・
状
況
は
ど
う
か
。

建
設
部
長
▼
空
き
家

は
平
成
25
年
、
30
年

共
に
５
０
０
件
で
横
ば
い
。

長
年
、
放
置
さ
れ
て

い
る
空
き
家
の
問
題
、

課
題
な
ど
の
対
策
を
。

空
き
家
の
管
理
者
へ

文
書
で
ア
プ
ロ
ー
チ

や
利
活
用
者
へ
情
報
チ
ラ

シ
の
提
供
。

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

利
活
用
の
促
進
を
。

空
き
家
バ
ン
ク
、
空

き
家
総
合
相
談
窓
口

な
ど
を
利
用
し
て
、
民
間

同
士
の
売
買
取
引
な
ど
に

よ
っ
て
利
活
用
が
進
む
こ

と
が
最
善
と
考
え
て
い
る
。

　

中
小
企
業
の
役
割
を
重

視
し
、
そ
の
振
興
を
行
政

の
柱
と
す
る
こ
と
を
明
確

に
す
る
た
め
基
本
条
例
の

制
定
を
問
う
。

地
域
経
済
の
発
展
に

は
、
中
小
企
業
の
活

力
が
大
事
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
▼
各

産
業
が
バ
ラ
ン
ス
良

く
発
展
す
る
よ
う
、
国
・

県
内
自
治
体
の
産
業
振
興

支
援
策
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
町
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
現
状
把
握
の

た
め
調
査
の
実
施
を
。

先
行
事
例
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
具
体

的
実
施
方
法
・
時
期
等
を
、

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た

い
。

中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
を
。

丸
ま る

山
や ま

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員

問答問答問

答子
ど
も
の
学
ぶ
権

利
の
保
障
を

環
境
を
整
え
て
今

後
に
繋
げ
る

問答問

問 答答問答

放
置
さ
れ
て
い
る

空
き
家
の
対
策
を

文
書
で
ア
プ
ロ
ー

チ
・
情
報
の
提
供

問答

問答問答

放置された空き家
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都
つ

築
づ き

 幸
ゆ き

夫
お

 議員

一
般

質
問

遊水地完成を念頭に取り組む

町
長
▼
私
有
地
へ
の　
　

出
入
り
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
上
の
問
題

も
あ
る
の
で
、
改
め
て
お

願
い
し
た
い
。

　
　

遠
望
峰
山
頂
を
整
備

し
て
、
町
民
に
と
っ

て
魅
力
的
な
場
所
に
で
き

な
い
か
。

蒲
郡
市
と
協
調
し
な

が
ら
、
健
康
環
境
と
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に

努
力
し
た
い
。

健
康
づ
く
り
の
た
め

に
、
広
田
川
、
舟
山

川
の
河
川
堤
防
を
利
用
し

た
、
健
康
の
道
自
転
車
道

の
設
置
を
。

建
設
部
長
▼
従
来
の

生
活
道
路
と
は
違
う

整
備
が
必
要
。

　

遊
水
地
完
成
を
念
頭
に

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
取
り
組
む
。

　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
、
中

学
生
に
実
施
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。

　

ピ
ロ
リ
菌
に
関
わ
る
胃

が
ん
対
策
の
取
り
組
み
を

問
う
。現

在
、
胃
が
ん
と
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。感

染
症
対
策
担
当
参

事
▼
19
歳
以
上
の
町

民
に
、
年
に
一
度
の
胃
が

ん
検
診
が
受
診
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

小
中
学
校
で
の
、
が

ん
教
育
の
取
り
組
み

は
。

教
育
部
長
▼
５
・
６

年
生
の
体
育
科
保
健

領
域
で
病
気
の
予
防
を
学

習
。

　

中
学
２
年
生
の
保
健
体

育
科
保
健
分
野
で
、
健
康

な
生
活
と
疾
病
の
予
防
を

学
習
。ピ

ロ
リ
菌
検
査
を
中

学
生
で
実
施
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。

　

全
国
お
よ
び
愛
知
県
で

の
実
施
状
況
は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
各
県
、
数
自
治

体
が
実
施
。
特
に
佐
賀
県

が
県
の
取
り
組
み
と
し
て
、

県
下
全
域
で
実
施
。

　

県
内
で
は
蒲
郡
市
と
小

牧
市
が
実
施
。

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌

検
査
実
施
を
。

町
長
▼
蒲
郡
市
、
小

牧
市
を
参
考
に
し
て
、

岡
崎
市
医
師
会
と
の
協
議

が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
検

討
し
て
い
く
。

河川堤防を健康の道自転車道に

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
、
環
境
整
備
の
取

り
組
み
を
問
う
。

健
康
の
道
利
用
者
の

安
全
確
保
の
た
め
、

健
康
の
道
登
り
口
か
ら
貴

嶺
宮
駐
車
場
ま
で
、
道
路

に
ペ
イ
ン
ト
な
ど
、
歩
行

帯
設
置
は
で
き
な
い
か
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
林
道
に
設
置
が

可
能
か
、
管
理
者
と
協
議

調
整
を
進
め
た
い
。

健
康
の
道
を
遠
望
峰

山
頂
ま
で
延
伸
す
れ

ば
、
健
康
の
道
の
魅
力
向

上
に
つ
な
が
る
。
延
伸
の

可
能
性
は
あ
る
か
。

将
来
、
山
頂
が
町
有

地
等
に
な
っ
て
、
公

園
の
よ
う
な
面
的
整
備
が

進
め
ば
可
能
と
考
え
る
。

健
康
の
道
利
用
者
が

天
の
丸
の
ト
イ
レ
を

自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

看
板
設
置
を
。

問答問答問

答問答

問答

親子が走る自転車道

中
学
生
で
の
ピ
ロ

リ
菌
検
査
実
施
を

岡
崎
市
医
師
会
と

協
議
し
検
討

問答問答

問答問答
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一
般

質
問

国際教育ガイダンスの活用を

主に教科書を使用している

主
に
教
科
書
を
使
用

し
て
い
る
。

性
教
育
に
か
け
る
授

業
時
間
は
。

学
校
教
育
法
施
行
規

則
で
規
定
さ
れ
、
増

や
す
こ
と
は
難
し
い
が
工

夫
す
る
。

特
別
支
援
学
級
の
児

童
生
徒
へ
の
性
教
育

の
現
状
と
授
業
対
応
は
。

個
々
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
を
し
た
い
。

中
学
校
で
授
業
実
施

に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
事
前
授
業
を
行
う
の
か
。

性
や
命
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

関
す
る
指
導
と
関
連

付
け
た
い
。
学
校
保
健
委

員
会
、
情
報
モ
ラ
ル
教
室

に
性
犯
罪
や
性
暴
力
対
策

を
含
め
る
こ
と
も
有
効
と

考
え
る
。

性
教
育
を
担
当
す
る

教
員
の
相
談
機
関
や

研
修
の
機
会
は
。
担
当
教

員
の
負
担
減
の
為
に
、
外

部
講
師
や
研
修
の
活
用
を
。

学
校
が
必
要
に
応
じ

て
外
部
講
師
を
依
頼
。

福
祉
課
主
催
の
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
研
修
会
や
、
養
護

教
諭
部
会
や
生
徒
指
導
部

会
な
ど
、
学
ぶ
機
会
を
検

討
し
て
い
く
。

性
教
育
分
野
書
籍
の

在
書
と
増
書
予
定
は
。

各
学
校
50
～
３
０
０

冊
所
有
。
予
算
内
で

各
学
校
が
購
入
す
る
シ
ス

テ
ム
。

産
後
の
母
親
へ
の
サ

ポ
ー
ト
状
況
の
把
握

は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
全
妊
婦
に
妊
娠

届
出
書
を
利
用
し
た
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
個
別
面
接

を
実
施
。
里
帰
り
さ
れ
な

い
方
に
は
理
由
を
確
認
し
、

話
し
合
い
、
個
々
に
対
応
。

現
在
ま
で
の
産
後
ケ

ア
事
業
の
予
算
使
用

状
況
は
。

令
和
３
年
度
は
予
算

１
１
３
万
４
０
０
０

円
、
実
績
４
万
５
０
０
０

円
、
宿
泊
型
０
件
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
型
３
件
。

予
算
の
根
拠
と
例
年

決
算
状
況
が
低
い
原

因
は
。

宿
泊
型
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
と
も
に
、
月

に
１
人
が
、
３
～
４
日
間

利
用
す
る
想
定
。
コ
ロ
ナ

禍
に
子
ど
も
と
外
出
す
る

不
安
や
負
担
、
人
付
き
合

い
が
苦
手
な
ど
、
利
用
を

検
討
さ
れ
な
い
。

妊
産
婦
が
求
め
る
ケ

ア
の
把
握
方
法
は
。

母
子
健
康
手
帳
交
付

時
以
外
に
、
保
健
事

業
の
利
用
時
、
継
続
支
援

の
電
話
連
絡
や
面
接
、
関

係
機
関
と
の
連
絡
会
な
ど
。

訪
問
、
短
時
間
ケ
ア

へ
事
業
拡
大
を
。

訪
問
型
ケ
ア
導
入
の

近
隣
市
町
村
の
状
況

を
確
認
し
検
討
し
て
い
く
。

全
妊
婦
へ
の
訪
問
支

援
の
実
施
は
。

支
援
の
時
期
や
方
法

な
ど
異
な
る
。
人
手

不
足
も
あ
り
、
今
後
も
面

接
時
に
判
断
し
、
訪
問
支

援
が
望
ま
し
い
人
に
実
施
。

　

子
ど
も
た
ち
に
国
際
基

準
の
性
教
育
展
開
を
望
む
。

「
生
命
（
い
の
ち
）

の
安
全
教
育
」
開
始

に
向
け
て
の
準
備
状
況
は
。

教
育
部
長
▼
学
校
に

周
知
し
て
お
り
、
養

護
教
諭
、
保
健
体
育
指
導

教
員
、
担
任
が
授
業
で
展

開
す
る
。

国
際
教
育
ガ
イ
ダ
ン

ス
（
通
称
）
の
活
用

を
。

岩
い わ

本
も と

 知
ち

帆
ほ

 議員

問答
※

【
※
国
際
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

　

ユ
ネ
ス
コ
が
出
し
た
国
際
的
な
性
教
育
の
指
針

問

答問答

問答

問答

問答問答

訪
問
・
短
時
間
ケ

ア
へ
事
業
拡
大
を

訪
問
型
ケ
ア
導
入

を
検
討
す
る

問答問答問

答問答問答問答

真剣に話を聞く小学生
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一
般

質
問

関係課が協議し早期実現目指す

豪
雨
時
に
は
落
雷
に

に
よ
る
停
電
も
想
定

さ
れ
る
。
避
難
所
の
防
災

体
制
の
備
え
は
ど
う
か
。

基
幹
的
避
難
所
と
な

る
小
中
学
校
、
幸
田

高
校
に
は
発
電
機
を
整
備

し
て
い
る
。

鷲
田
と
仲
田
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
の
町
職
員
対

応
は
課
題
。
さ
ら
に
一
歩

踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を
。

安
全
優
先
、
円
滑
な

交
通
処
理
を
、
関
係

各
所
と
連
携
し
て
行
く
。

状
況
変
化
に
即
応
で

き
る
、
こ
う
た
タ
ウ

ン
メ
ー
ル
活
用
の
実
現
性

は
。

　

混
乱
し
な
い
情
報
発
信

の
強
化
を
。

町
民
が
必
要
と
し
て

い
る
情
報
の
発
信
体

制
を
、
関
係
課
が
協
議
し

て
早
期
実
現
を
目
指
す
。

　

企
業
誘
致
を
は
じ
め
と

す
る
将
来
の
環
境
変
化
を

見
据
え
、
交
通
安
全
対
策

が
望
ま
れ
て
い
る
。

須
美
前
山
工
業
団
地

完
成
後
の
周
辺
道
路

の
交
通
量
予
測
と
、
地
域

へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長
▼
対
象
道

路
の
交
差
点
解
析
の

結
果
、
若
干
交
通
量
は
増

え
る
が
、
周
辺
交
通
に
影

響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

23
号
本
線
の
渋
滞
が

イ
ン
タ
ー
で
の
合
流

を
し
に
く
く
し
、
そ
れ
が

周
辺
道
路
に
悪
い
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
状

況
に
対
す
る
考
え
は
。

建
設
部
長
▼
暫
定
２

車
線
で
供
用
し
て
い

る
。
４
車
線
化
で
改
善
す

る
と
考
え
る
。

道
路
に
関
す
る
施
策

や
現
状
の
課
題
な
ど
、

町
民
に
情
報
が
入
手
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
。

名
四
国
道
事
務
所
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

信
し
て
い
る
。
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ
ン
ク
さ

せ
る
な
ど
し
た
い
。

ト
ラ
ッ
ク
物
流
増
加

が
想
定
さ
れ
る
。
交

差
点
右
折
レ
ー
ン
停
止
線

位
置
の
対
策
を
。

道
路
構
造
令
に
基
づ

い
て
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大

型
車
の
増
加
な
ど
で
支
障

の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
公
安

委
員
会
な
ど
関
係
機
関
に

相
談
し
た
い
。

混乱しない情報発信の強化を

　

線
状
降
水
帯
に
よ
る
突

然
の
豪
雨
で
、
錦
田
な
ど

町
内
３
カ
所
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
の
冠
水
被
害
な
ど
が

現
実
化
し
て
い
る
。

　

冠
水
し
た
時
の
、
交
通

の
混
乱
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
情
報
発
信
の
あ
り
方

を
問
う
。

水
が
引
い
て
い
る
の

に
、
通
行
止
め
が
解

除
さ
れ
な
い
時
が
あ
る
。　

　

通
行
止
め
と
、
解
除
の

情
報
の
出
し
方
は
。

建
設
部
長
▼
異
常
水

深
情
報
が
自
動
通
知

さ
れ
る
。
解
除
は
委
託
業

者
の
安
全
確
認
後
に
す
る
。

通
行
止
め
時
の
迂
回

誘
導
な
ど
、
安
全
な

行
動
に
は
的
確
な
指
示
が

必
要
だ
が
、
そ
の
仕
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
か
ら
情
報
発
信
す

る
と
い
う
取
り
決
め

は
な
い
。
各
自
で
状
況
確

認
し
て
行
動
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

田
た

境
きょう

 毅
つよし

 議員

問答問答

問答問

答問答

工
業
団
地
完
成
後

の
交
通
量
予
測
は

若
干
増
加
す
る
も

影
響
は
少
な
い

問答問

答問答問答

通行止め規制中なのに車が往来（錦田アンダーパス）

幸田町議会だより　No.186      2022. 10. 26発行 16



町民に読まれ伝わる
広報紙面づくり

議会広報
特別委員会

　

県
下
21
市
町
村
議
会
、

１
２
５
人
の
議
会
広
報
委

員
が
参
加
し
、
議
会
広
報

サ
ポ
ー
タ
ー
芳よ

し

野の

政ま
さ

明あ
き

氏

に
よ
る
、
議
会
広
報
の
基

本
と
編
集
な
ど
を
研
修
し

た
。

 

所
感

　

講
師
か
ら
、
本
町
の
議

会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、

住
民
登
場
な
ど
、
住
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
好
企
画

が
多
く
、
さ
ら
な
る
進
化

を
期
待
す
る
と
の
評
価
を

い
た
だ
い
た
。

　

今
後
、
町
民
に
読
ま
れ

伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
に
一

層
努
め
な
け
れ
ば
と
気
持

ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

第
35
回

  

広
報
研
修
会
に
参
加

　
　
主
催 

愛
知
県
町
村
議
会 

８
月
９
日

議会広報で
めざす
•見える化
•民意反映
•情報共有
•説明責任
•機能発揮
•福祉向上
•信頼醸成
•認知評価

地方議会は住民参加が前提の機関
広報を基幹活動と位置づけ

議会報発行の意義・目的 

住民代表機関としての役割、機能を果すため
議会活動の「見える化」、住民の意見・要望を集約。
住民が議会を「自分ゴト」と受け止めるよう興味関心を喚起、
つながりが実感できるように。

　どんなにすばらしい議会活動も、それを住民が
知らなければ、評価はなきに等しい。議会の諸活動
が住民に伝わり、理解されるまでが議会の仕事

住民

行政議会 善政競争

太いパイプ
（広聴・広報）

行政サービス
情報提供

議会広報で
めざす
•見える化
•民意反映
•情報共有
•説明責任
•機能発揮
•福祉向上
•信頼醸成
•認知評価

地方議会は住民参加が前提の機関
広報を基幹活動と位置づけ

議会報発行の意義・目的 

住民代表機関としての役割、機能を果すため
議会活動の「見える化」、住民の意見・要望を集約。
住民が議会を「自分ゴト」と受け止めるよう興味関心を喚起、
つながりが実感できるように。

　どんなにすばらしい議会活動も、それを住民が
知らなければ、評価はなきに等しい。議会の諸活動
が住民に伝わり、理解されるまでが議会の仕事

住民

行政議会 善政競争

太いパイプ
（広聴・広報）

行政サービス
情報提供

読者を増やすため研修芳野講師
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　幸田町地域公共交通会議
　　　　　　　　が開催される

総務教育委員会

　

幸
田
町
に
相
応
し
い
公

共
交
通
を
作
り
上
げ
る
た

め
、
幸
田
町
地
域
公
共
交

通
会
議
が
設
置
さ
れ
、
第

１
回
目
の
会
議
が
令
和
４

年
７
月
25
日
開
催
さ
れ
た
。

　

構
成
員
は
、
学
識
経
験

者
、
交
通
事
業
者
、
住
民
、

利
用
者
、
行
政
の
関
係
者

な
ど
で
あ
る
。

藤
田
乗
合
直
行
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
で
、

坂
崎
、
深
溝
、
豊
坂
学
区

の
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

の
は
何
故
か
。

発
着
場
の
相
見
駅
か

ら
遠
い
か
ら
だ
と
思

う
。
役
場
を
追
加
し
て
か

ら
芦
谷
、
横
落
の
利
用
者

が
増
え
て
来
た
。

年
２
回
の
会
議
だ
け

で
良
い
の
か
。
住
民

の
声
を
聴
く
機
会
を
増
や

す
事
も
大
事
だ
と
思
う
が
。

ど
ん
な
形
が
い
い
か

考
え
る
。

え
こ
た
ん
、
藤
田
直

行
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
の

交
通
手
段
が
分
か
り
づ
ら

い
の
で
、
利
用
す
る
気
に

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

基
本
的
な
利
用
例
を

分
か
り
や
す
く
示
し
、

周
知
を
図
る
よ
う
検
討
す

る
。

（
そ
の
他
７
項
目
を
協
議
）

　

岩
堀
住
民
の
長
年
の
努

力
が
実
り
、
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

地
域
住
民
の
運
動
の
場

・
集
い
の
場
、
子
ど
も
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
活
動

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地

元
開
催
行
事
を
行
う
場
所

な
ど
、
地
域
住
民
の
健
康

増
強
と
、
住
民
相
互
の
連

帯
感
の
育
成
を
図
る
目
的

で
あ
る
。

着
工
に
向
け
た
コ
ロ

ナ
対
策
は
。

今
回
特
別
と
考
え
て

な
い
が
、
わ
し
だ
住

民
広
場
設
置
に
倣
っ
て
実

施
す
る
。

日
除
け
、
雨
除
け
は
。

今
は
考
え
て
い
な
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
、

使
用
で
き
る
造
成
は
。

現
在
、
田
ん
ぼ
と
し

て
利
用
の
た
め
、
す

き
取
り
１
３
０
０
㎥
、
盛

土
３
０
０
０
㎥
の
造
成
が

必
要
。ト

イ
レ
の
グ
レ
ー
ド

は
。

わ
し
だ
住
民
広
場
と

同
等
の
物
を
考
え
て

い
る
。

▼
敷
地
面
積
４
９
７
０
㎡

▼
今
後
の
予
定

　

Ｒ
５
年
10
月
工
事
着
手

　

Ｒ
６
年
４
月
供
用
開
始

（
そ
の
他
７
項
目
を
協
議
）

閉会中の委員会レポート

協 議 会
8月10日

問答答

問答

役場発の藤田乗合直行タクシー

問

　岩堀区に念願の住民広場
　　　　　　　　　設置決まる

福祉産業建設委員会
協 議 会
8月8日

問答問

答問答 問答

岩堀住民広場予定地
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　生活用水・農業用水・工業用水
　　　　　　　　　　の現状視察

福祉産業建設委員会

　

今
回
発
生
し
た
明
治
用

水
頭と

う

首し
ゅ

工こ
う

漏
水
事
故
の
発

生
と
と
も
に
、
水
の
配
水

に
危
機
感
を
持
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
幸
田
町
を
支

え
る
関
係
先
を
視
察
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

８
月
24
日　

◇
坂
崎
低
区
配
水
場

　

幸
田
浄
水
場
か
ら
の
水

を
タ
ン
ク
に
溜
め
て
、
各

家
庭
に
配
水
し
て
い
る
。

◇
幸
田
浄
水
場

　

矢
作
川
の
水
を
明
治
用

水
頭
首
工
で
取
水
し
、
約

20
㎞
下
流
の
幸
田
浄
水
場

で
浄
水
処
理
を
し
て
飲
み

水
と
す
る
。
幸
田
浄
水
場

か
ら
永
野
・
深
溝
・
坂
崎

配
水
場
に
送
水
し
て
い
る
。

　

幸
田
町
だ
け
で
な
く
岡

崎
市
や
西
尾
市
、
遠
く
は

碧
南
市
ま
で
送
っ
て
い
る
。

管内視察
8月24・26日

8
月
26
日

◇
明
治
用
水
頭
首
工

　

豊
田
市
郊
外
に
あ
り
、

西
三
河
の
農
工
業
の
配
水

源
に
な
っ
て
お
り
、
今
般

の
漏
水
事
故
は
大
き
な
痛

手
と
な
っ
て
い
る
。
西
三

河
９
市
１
町
は
、
一
日
も

早
い
復
旧
を
願
い
、
現
在

対
策
を
進
め
て
い
る
。

◇
矢
作
川
分ぶ
ん

派ぱ

堰せ
き

と
防
災

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
作
川
本
川
か
ら
矢
作

古
川
へ
の
流
入
を
抑
え
る

役
割
を
担
う
分
派
堰
を
視

察
。

　

防
災
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
防
災
用
資
機
材
の
備

蓄
等
を
行
い
、
防
災
体
制

の
強
化
及
び
市
民
の
防
災

意
識
を
高
め
る
目
的
で
設

置
さ
れ
た
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
も
合
わ
せ
て
視
察
。

防災ステーションに配備された国交省の排水ポンプ車 分派堰の状況を見る委員

坂崎低区配水場の説明を受ける委員

県営幸田浄水場

農水省の説明を受ける委員

明治用水頭首工漏水箇所
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あい・らぶ・マイタウン

豊坂小学校6年

　枡
ます

井
い

 優
ゆ

空
あ

さん

荻谷小学校6年

　中
なか

村
むら

 航
こう

輝
き

さん

　幸田町は森林や田んぼ、畑がたくさんあっ
て自然豊かな町です。また、私の家の近くに
は多くの人が住んでいます。人が増えてにぎ
やかになってきたのもいいことだと思います。
　幸田町の有名な食べ物はナスや筆柿です。
私は学校でナスを育てています。ナスおじさ
んに優しく教えてもらい、世話を続けていま
す。大変なこともありますが、多くの人に食
べてほしいと思い、今年度は筆柿の里などで
販売しました。お客さんが笑顔で買ってくれ
てうれしかったです。
　にぎやかで、おいしい食べ物がたくさんあ
るすばらし
い幸田町。
　町のよさ
を多くの人
に知ってほ
しいです。

　ぼくの幸田町の好きなところは、自然がた
くさんあるところです。スーパーやお店がた
くさんあって便利で、自然もあって住みやす
いと思います。コロナでどこにも出かけられ
なくなった時に、ぼくは家の近くをたくさん
散歩しました。その時にいろいろな花や生き
物を見つけることができてとても楽しかった
です。
　だから、ぼくはみんなに幸田町の良いとこ
ろを知ってもらいた
いし、これからもぼ
くの好きな自然が残
っていてほしいです。
そのためにぼくがで
きる小さなことから
始めて自然豊かな幸
田町を守っていきた
いです。

絵：牧
まき

野
の

次
つぎ

男
お

さん（芦谷）

ふるさと幸田町の
いいところ 自然豊かな幸田町

I Love KOTA.

議会広報特別委員会

委 員 長　稲吉 照夫

委　　員　水野 千代子　藤江　 徹　　廣野 房男
　　　　　黒木 　一　　鈴木 久夫　　田境 　毅
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議会 を傍聴してみませんか
［場所］役場5階　　［時間］午前9時から

詳しくは議会事務局へ　TEL63−5151（直通）

【12月定例会の予定】
11月29日（火）開会、議案の説明
12月 1日（木）一般質問
　　　 2日（金）一般質問
　　　 7日（水）議案の質疑
　　　 8日（木）議案の質疑
　　 12日（月）福祉産業建設委員会
　　 13日（火）総務教育委員会
　　 15日（木）議会運営委員会
　　 19日（月）討論、採決、閉会

発行・編集 ● 幸田町議会  議会広報特別委員会
発行責任者 ● 議長　足立 初雄
〒444-0192　愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林1番地1
TEL（0564）63-5151　　FAX（0564）63-6970　
Eメール　gikai@town.kota.lg.jp
幸田町ホームページ　http://www.town.kota.lg.jp/

副委員長　都築 幸夫
議案、一般質問、質
疑については、幸田
町議会ホームページ
で随時公開していき
ますので、ぜひご覧
ください。
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